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資料５ 

■東部地域の課題について  
東部地域の現状（人口減少・少子高齢化の進行、空き家・空き部屋の増

加など）を踏まえ、以下のとおり、ヴィジョンごとに東部地域の課題を整

理します。  

 

【ヴィジョン１：多様な人が暮らし続けられるまち】  

1.  高齢者が安心して健康的に暮らせる環境  

東部地域においては、急速に高齢化が進んでおり、今後も高齢者が増加

していくことが見込まれています。  

高齢者がいつまでも安心して健康的に暮らし続けられるよう、地域の特

性やニーズに対応した交通サービスの確保や、公園や緑道などを計画的に

修繕し、安全な歩行空間を確保することにより、高齢者が安心して外出で

きる環境を整えることが必要です。  

また、地域協議会や NPO 等による、高齢者が交流・活動する取組や、高

齢者の生活サポート等の取組を継続的に行っていくことが必要です。  

 

2.  子育て世代にとって魅力ある環境  

桃花台ニュータウンでは、同一世代が一斉に入居したことから年齢構成

に偏りが生じており、子ども・子育て世代が急激に減少しています。  

子育て世代が、お互いに支え合い、安心して子育てできるまちを実現す

るためには、老朽化した公園や緑道などを再整備し、子どもたちの遊び場、

親同士の交流の場を整えるとともに、地域の中で子どもを見守ることがで

きる体制をつくること必要です。  

また、学校再編を契機として、学校と地域が互いに関わり合う世代を超

えた地域交流を促進し、子どもたちが地域に愛着を持って育つことができ

る環境を整えていくことが必要です。  

 

3.  次世代が住み続けられる環境の整備  

桃花台ニュータウンを中心に、就職や結婚等ライフステージが変化する

タイミングである 20 代、 30 代前半における転出が多くなっています。  

東部地域に若者が住み続けるためには、地域産業を支える若い担い手の

確保や起業・テレワークなど多様な働き方への対応とともに、地域活動へ
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の参加を通じて世代を超えたつながりを育み、若者が「住み続けたい・

戻ってきたい」と思える環境づくりを進めることが必要です。  

 

4.  世代・国籍を越えた住民交流の促進  

東部地域においては、人口減少が進む一方で、外国人人口は増加傾向に

あります。このような中で地域の活力を維持するためには、より一層、世

代・国籍を超えた交流が必要です。  

 このため、日本人と外国人が互いの文化や言葉を学び合いながら共に地

域を支える関係を築いていくことにより、外国人住民を含めた誰でも地域

活動に参加しやすい環境を整えていく必要があります。  

 そして、地域住民・事業者・行政が連携し、誰もが地域の一員として主

体的に関わることができる「地域共生社会」の実現に努める必要がありま

す。  

 

5.  都市のインフラの有効活用  

桃花台ニュータウンにおいては、公園や緑道が整備されていますが、有

効な活用がされていないため、既存の充実した公園や緑道などの公共空間

を、地域活動やイベント等に有効に活用できる環境を整える必要がありま

す。  

一方で、桃花台線旧車両基地用地のほか、今後、学校再編や温水プール

などの未利用地の発生が見込まれており、その利活用については、地域ニ

ーズを踏まえた計画的な検討が必要です。  

また、地域公共交通においては、高齢化の進行などにより重要性が増す

中、人口減少や運転手不足など、様々な課題がありますが、こまき巡回バ

ス「こまくる」や民間路線バスなどの既存の公共交通機関を中心とした、

誰もが移動しやすい交通サービスの充実が期待されています。  
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【ヴィジョン２：多様な職業が共存できるまち】  

1．地域の生業が持続・活性化する環境の整備  

地域の特産品である桃をはじめ、ぶどうや柿など果樹生産が盛んな農業

は、担い手の高齢化や担い手不足により事業の継承が厳しい状況にありま

す。  

地域の特産品や農業・商工業を守り、次世代へ継承していくためには、

新規就農者・新規事業参入者が参入しやすい仕組みづくりが必要です。  

農業体験や地産地消の機会を通じて農業への理解と関心を高めるととも

に、農業・商業・工業・福祉が連携した農商工福の取組により、高齢者や

障がいのある方も含めた多様な担い手を確保していくことが求められます。  

 

2．新しいビジネスの創出  

 人口減少や少子高齢化に伴い、地域において様々な社会課題の顕在化が

危惧されますが、地域住民・事業者・行政が連携し、社会課題の解決と地

域の活性化を両立できる起業・新規参入がしやすい環境づくりを進めるこ

とが必要です。  

また、東部地域の地域資源を活用した起業や第二創業に向けた支援を検

討するとともに、空き家・空き店舗などを活用し、地域住民の日常生活を

支える生活利便施設の充実を図るため、土地利用の見直しや規制緩和につ

いて柔軟に検討していく必要があります。  
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【ヴィジョン３：訪れたくなる、住みたくなる魅力のあるまち】 

1．地域資源の保全・活用、魅力の向上  

 豊かな自然、地域で育まれた文化などの地域資源を守り、次世代へ継承

していくためには、住民が地域の魅力を再発見・再認識する機会をつくる

とともに、桃・ぶどうなどの特産品を活用した商品開発や、公園・緑道を

活用した魅力づくりなど、地域資源を効果的に活かす取組を進めることが

必要です。  

 地域住民・事業者・行政が連携し、東部地域の魅力を磨き、新たな地域

資源の発掘にも取り組んでいくことが必要です。  

 

2．地域魅力の発信  

 東部地域の魅力を地域内外に効果的に届けるためには、テーマやキーワ

ードを設定し、発信の時期・頻度を意識した戦略的な情報発信を行うこと

が必要です。  

住民一人ひとりが地域の魅力を再認識し、SNS をはじめとする多様な媒

体を活用して自ら発信することで、情報の拡散力を高めることが期待され

ます。  

地域住民・事業者・行政が連携し、来訪者や転入者の増加につながる継

続的な魅力発信の仕組みづくりを進めることが必要です。  

 

3．多様な世代が住みたくなる住まいの創出  

 ライフステージの変化をきっかけに、若年世代の多くが転出する傾向に

ある一方で、若年世代の転入が少ないため、人口減少や高齢化が加速化す

る要因となっています。また、空き家や集合住宅などの空き部屋の増加が

進むことにより、地域の活力が低下する恐れがあります。  

このため、若年世代をはじめ、多様な世代から選ばれる居住地となるよ

う、子ども世帯の同居・近居を促進するための支援の継続とともに、空き

家・空き部屋を活用した住宅の流通促進が必要です。  

 また、多様な価値観やライフスタイルに対応した柔軟な住まい方の実現

に向け、戸建て・集合住宅のあり在り方を検討するとともに、公園・緑道

の維持管理や子育て支援など、誰もが安心して暮らせる住環境の整備を進

める必要があります。  
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4．地域コミュニティの活性化と転入者の受け入れについて  

一般的に、人口減少が進む地域では、新たに転入してきた住民が、地域

コミュニティに馴染めないことが大きな課題の一つとされています。  

このため、東部地域を訪れたり、これから住もうと考える人が、地域と

気軽につながり、活動に参加しやすくなる取組みの充実が必要です。  

また、既存住民と新しい住民が互いを理解し合いながら関係を深めるこ

とで、誰もが「この地域に関わり続けたい」と思える温かいコミュニティ

を育んでいくことが必要です。  


